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大体のことは男性より許容範囲が広い。

女の方が長生きできる。

男には出来ないことがあるが､女には出来ないこ’

女性の方が楽しみが多そう⑫

今まで女性として結櫛好きな生き方ができたので。

女性の方がー皮むけてしまえば､男性に比べて、

より自分らしい生き方ができるのでは？

二児の母親です家事に子育てに追われる日々

で大変です狐生まれかわっても今のような生活(さ

きやかな幸せ)を送りたいから。

不自由を感じていな

k1女性は社会で活侭

',て､あまり支障が熊
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☆男性に生まれたい

民137人巻頭アンケートVol､1５Ｖ署
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.での､しがらみが少ない気がするから。

いじめにあった事があり､女の子の友

べ､男の子の友達関係の方があつさ

感じるので。
望些、全盗I寺里概s（‐論1垂狛か１１か区一
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☆女性に生まれたい
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子どもを産める喜びや､家にいて家族を支えるのが自分には向いているα

造だ､子どもがいても会社や仕事をやめずに続けていける社会になれば-よ

うと女として生まれてきたいと思えると思います，

今の立場で不満を感じないから｡家事は女性という習慣が残ることに大費

,､う訳ではないけれど､私の場合家事が好きなので､それを自分の仕事とＬ

'されると､生活しやすいんです。

醤択の可能性が広く多く､なおかつﾘｱﾘｽﾄ．

やはり出産して子どもを持ちたい哩男社会も(主人に聞く限りは)十分ねちつと

恩性の方が慣習に縛られやすいように感じる｡女性の方が自分らしく生きら
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女性にしか鱈来ない､妊娠幽産という大きな可能性があるか§

何事においても女性が強い時代だからｃ

女性であることがスキだから。

人生での楽しみが女性の方が多い。

ﾌｧｯｼｮﾝ､ﾒｲｸなど楽しみが多い。

働かなくても食べて行けそう。

家族のために尽くせる。

赤ちゃんが産める。

子どもが出来ることかな。

専業主婦でいられること､また､それを非難されないこと｡
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「男女が共に暮らしやすくするための条件は？」

の問いに「パートナーの理解」を選んだ人が７割も

いる。他の質問には、それなりに社会環境に目が向

けられた答が多いこととは対照的である。夫婦互い

の理解に苦労しているとも、相手が理解してくれな

いことへの不満の表れともとれる。あるカウンセリ

ングのデータには、妻のストレス源は世話の焼ける

夫であり、夫のストレス源はそれを責める妻の言葉

というのがあるそうだ。０７年から始まる団塊の世代

の退職と関連して、夫婦の関係を深く考えさせられ

る。

時代の急激な変化によって多元的な社会と多様な

価値観が生み出されたと私は捉えているのだが、女

性が男性に求める役割が変化したのに比べ、果たし

て男性たちは変われたのだろうか。世代によって違

うが、高度経済成長とともに核家族化が進み、また、

家に縛られる「嫁」は解放されたが、私も含めて家

父長制の価値観に縛られた男（夫）は多いと思う。

集団や組織の中で「･側を抑えることを身につけ、

いまは「個」を受け入れなければならないとまどい

が、問題を潜行させているのかもしれない。

男性の50歳代をピークに前後の年代の自殺者が多

い。日本は世界の中でも自殺率が高く、歪みを内在

した社会だと考えている。自死を選んだ彼らにとっ

ての妻や家族とはなんだったのだろう。自分が相手

を理解したいという思い。加えて、それぞれが置か

れている状況を想うことが、どれだけ多く、あるい

は深く、あなたはできるだろうか。

男女共同参画社会を推進する取り組みにおいて、

この社会の形を「男」と「女」で語ることは誤りか

も知れない。誰であれ、その置かれている背景とそ

の人の個性に共感するところから始めなければなら

ないと思う。その中から、社会的な課題をとり分け

て、共感した者がそれに働き掛けようとするところ

から市民活動は始まる。

生まれ変わるなら女?男？
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回
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が
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、
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Q5.男女が共に暮らしやすくするための条件は？

わ
ナンセンス
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ア
ン
ケ
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ら
考
え
る
」

少しは必要
33.6％
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Q3.性差別を一番感じるのは？
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Q4.,Ｖ(配偶者間の暴力)が起こる原因は？

アンケート：携榊梢報メール発信会社｢i2メール」協力
県民：137名（回答数）男性4B名女性７６名性別不明18名
10代…０名２０代…24名３０代…40名４０代…31名
50代以上…14名年齢不明…28名

届
暴力する側

評

戸

■且

【３月号のアンケート】
次回３月号は防犯をテーマにした巻頭アンケートを実施します。
読者の皆さんもぜひ、アンケートにご協力ください。詳しくは巻
末の「センターインフォメーション」をご覧ください。
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Ｃ◎制『層ＮＴＳ
巻頭コラム●アンケートから考える

違いがあるから、

共感が要るんじゃない？…⑪

特集.おうみ市民活動フォーラム５時間徹底討論

「協働のアリーナをどうつくるのか
－NPO,企業.行政の立場から-｣…、

KlRARI☆lNTERVIEW…、
私たち｢きらり｣輝いています1ＮＰＯ

③大津市地域子育て支援センター｢風の子保育園」(福祉）

③男女平等条例を推進する会(社会）

、おおつ男性会識(社会）

がんばれ!NPO応援団…④
【めとてと☆コラボ】

【おうみネット講座.指定菅違者制度の行方Vol､1】

【おうみ未来塾リレーエッセイVol､4】

【NPOホームページ探検隊】

行って来て見て情報ＢＯＸ
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円
形
に
組
ん
だ
会
場
か
ら
の
意
見
も
交
え
て
、

匿蕊Oh1Me1瞳yes
そ
こ
で
、
淡
海
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
は
、
な
ぜ
今
協
働
な
の
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
企
》

た
め
、
昨
年
十
一
月
に
多
彩
な
ゲ
ス
ト
を
招
い
て
五
時
間
徹
底
討
論
を
実
施
し
ま
し
た
。

五
時
間
の
間
に
登
場
し
た
ゲ
ス
ト
は
総
勢
十
三
名
。
円
形
に
組
ん
だ
会
場
か
ら
望
冒

少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど
社
会
構
造
の
変
化
や
、
人
び
と
の
価
値
観
の
多
様
化
に
伴
っ
て
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
担
い
手
と
し
て
「
市
民

セ
ク
タ
ー
」
が
現
れ
、
今
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企
業
・
行
政
と
い
っ
た
セ
ク
タ
ー
間
の
「
協
働
」
に
よ
る
問
題
解
決
の
手
法
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
市
民
活
動
の
本
質
を
捉
え
る
こ
と
な
く
、
「
協
働
」
と
い
う
言
葉
ば
か
り
が
先
走
り
し
て
い
る
よ
う
な
場
面
が
目
に
つ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

虚

～
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企
業
・
行
政
の
立
場
か
ら
～

Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
’

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
、
セ
ク
タ
ー
間
の
協
働
の
重
要
性
が
語
ら
れ
て
い

ま
す
。
な
ぜ
、
今
、
「
協
働
」
が
注
目
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

協
働
の
定
義
は
確
定
し
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
「
参
加
」
に
比
べ
て
、
協
働
す
る
双
方
の
主
体

性
、
自
発
性
、
決
定
に
対
す
る
影
響
力
を
要
件
と
し

て
い
る
概
念
と
し
て
捉
え
ら
れ
ま
す
。

社
会
の
動
き
や
出
来
事
な
ど
、
身
近
に
起
き
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
つ
い
て
、
人
々
の
関
心
は
高
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。
「
自
分
本
位
で
あ
る
」
「
無
責
任
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
企
業
、

②
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
な
ぜ
、
今
、
協
働
な
の
か
」

、
柄
ア
ワ
、

の
ア
リ
図
ナ
を
ど
う
つ
く
る
の

１

お
う
み
市
民
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
○
○
五
五
時
間
徹
底
討
論

Ｊ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム

図

活
気
あ
ふ
れ
る
討
論
会
と
な
り
ま
し
た
。

風
潮
が
強
い
」
「
連
帯
感
が
乏
し
い
」
と
い
っ
た
社

会
の
問
題
点
が
認
識
さ
れ
る
一
方
で
、
「
社
会
の
こ

と
に
も
っ
と
目
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
」
と
考
え
る

人
は
増
え
て
い
て
、
約
六
割
の
人
が
一
‐
社
会
の
一
員

と
し
て
何
か
社
会
の
た
め
に
役
に
立
ち
た
い
」
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
一
九
九
八
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
に

よ
り
、
全
国
に
た
く
さ
ん
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
誕
生
し

ま
し
た
。

を
使
え
な
い
の
に
、
多
様
化
す
る
社
会
の
中
で
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
緊
急
の
課
題
は
た
く
さ
ん
あ

ふ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
肩
代
わ
り
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
害
一

『
株
主
利
益
だ
け
を
考
え
て
い
た
の
で
は
世
間
か

ら
信
用
さ
れ
な
い
と
気
づ
い
た
企
業
が
、
い
か
に
企

業
の
社
会
的
な
価
値
を
上
げ
る
か
、
社
会
の
課
題
と

直
結
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
結
び
つ
く
こ
と
で
、
社
会
的
な

責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
を
果
た
し
、
ひ
い
て
は
企
業
の
価

値
を
上
げ
る
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
望

『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
他
の
セ
ク
タ
ー
に
期
待
し
て
い
る
の

は
、
お
金
と
施
設
だ
け
？
』

『
企
業
や
行
政
と
つ
き
あ
う
の
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
と

っ
て
活
動
が
広
が
り
、
資
金
面
で
助
か
る
面
も
あ
り

一
次
べ
上
ン
へ
つ
づ
く

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行
政
の
協
働
に
つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ
る

▲円形に組んだ会場からも意見が出されま
した.、

一
．
協
働
に
つ

い
て
特
に
熱
心

な
の
は
、
行
政

で
し
ょ
う
。
国

も
地
方
も
多
額

の
借
金
を
抱
え

て
い
て
、
お
金

？

D団 翠
伍



こ
う
し
た
人
や
労
務
の
提
供
に
よ
る
社
会
貢
献
活

動
も
、
企
業
に
と
っ
て
は
「
地
域
社
会
の
維
持
発
展

に
つ
な
が
る
」
、
「
人
材
育
成
に
つ
な
が
る
」
な
ど
、

地
域
社
会
の
発
展
や
地
域
社
会
と
か
か
わ
る
こ
と
を

通
じ
て
従
業
員
が
成
長
す
る
こ
と
が
企
業
の
利
点
と

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
施
策
づ
く
り
に
取
り
組
む

自
治
体
の
実
例
や
、
行
政
と
の
協
働
に
取
り
組
む
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
経
験
か
ら
、
市
民
の
主
体
性
の
問
題
、
自
治

会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
関
係
、
行
政
の
縦
割
り
の
弊
害
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
と
に
か
く
協
働
し
な
い
と
い
け
な
い
」
と
い
う

意
識
で
、
協
働
の
形
態
を
取
っ
て
お
け
ば
都
合
が
い

い
と
考
え
て
、
形
だ
け
の
協
働
に
陥
っ
て
い
る
例
も

多
々
あ
る
よ
う
で
す
。
さ
ら
に
、
単
な
る
事
業
の
下

請
け
団
体
と
い
う
歳
心
覚
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
扱
お
う
と
す
る
ケ
ー
ス
に
至
っ
て
は
、
行
政
が

特
集
一
○
三
三
の
編
こ
の
め

郡
単
な
る
コ
ス
ト
削

榊
減
の
た
め
に
錐
ア

水
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

る計
を
す
る
の
と
同
じ

癖
感
覚
で
あ
る
と
い

ン、
窄
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

卸
ん
。

２畷
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
っ

企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
連
携
・
協
力
の
大
半
は
、
企
業

が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
に
対
し
て
資
金
や
人
材
等
を
提
供

す
る
形
で
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
企
業
に
対
し
て
ノ
ウ
ハ
ウ
や
専
門
知
識
等

ま
す
が
、
下
手
を
す
る
と
飲
み
込
ま
れ
て
と
げ
を
抜

か
れ
て
し
ま
う
と
い
う
危
険
と
両
面
を
感
じ
ま
す
望

「
協
働
し
な
け
れ
ば
」
と
い
う
ム
ー
ド
だ
け
で
、

と
り
あ
え
ず
一
緒
に
や
っ
て
お
こ
う
、
と
事
業
が
進

ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
行
政
が
実
施
す
る
事
業
に
つ
い
て

は
、
企
画
も
実
施
も
行
政
の
組
織
の
中
だ
け
で
行
っ

て
き
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
に
は
参
加
を
求
め
る
だ
け

で
し
た
。
し
か
し
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
住
民
や
地
域
に
密
着
し

た
活
動
基
盤
と
視
点
を
持
ち
、
そ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
に

敏
感
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行
政
と
は
違
っ
た
発
想
で

多
様
な
公
共
的
サ
Ｉ
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
可
能
性
を

有
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
に
お
い
て
は
、
行
政
が
あ

ら
ゆ
る
公
共
分
野
に
関
与
す
る
の
で
は
な
く
、
適
切

な
役
割
分
担
の
も
と
に
、
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
自
主

的
・
自
発
的
な
活
動
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。
行
政
は
住
民
の
こ
う
し
た
活
動
を
側
面
的

に
支
援
し
つ
つ
、
共
に
公
共
的
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
存

在
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

JAF

を
提
供
す
る
ケ
ー
ス
な
ど
、
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
互
い

の
特
質
を
活
用
し
あ
う
動
き
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま

す
。
「
企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
」
が
重
視
さ

れ
る
な
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
、
環
境
保
全
や
品
質

管
理
に
関
す
る
社
会
の
声
を
把
握
し
て
製
品
開
発
や

情
報
開
示
等
に
活
か
す
な
ど
の
協
働
の
形
は
、
双
方

に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
の
で
、
一
段
と
広
が

っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
」
に
は
、
寄
付
金
を
含

め
た
物
的
貢
献
だ
け
で
は
な
く
、
従
業
員
の
参
加
な

ど
を
含
め
た
人
的
な
貢
献
も
必
要
だ
と
捉
え
て
い
ま

す
。

１
１
１
１

Ｆ

△第１セッションの様子

ｌ
β

塵
Ｉ

匡一

号

「
行
政
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
の
ア
リ
ー
ナ
を
考
え
る
」

、
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
企
業
と
築
く
協
働
の
ア
リ
ー
ナ
」

＠
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン

職



話
し
合
え
る
よ
う
間
を
取
り
持
つ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

Ｉ
が
い
な
い
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行
政
と
の
役
割
分
担
が
不

明
瞭
、
協
働
し
た
あ
と
の
事
業
評
価
方
法
の
開
発
が

課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
行
政
の
協
働
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

岸

１４:ＯＯ～１５:３０

第３セッション「行政とＮＰＯとの協勧のアリーナを考える」
・海東英和さん（高島市長）
・田中逸郎さん(豊中市職員/NPO法人ＮＰＯ政東愉究跡埋ヨ
・津屋結唱子さん(子どもの美術教育をサポートする会代表）
・富野腫一郎さん（龍谷大学法学部政治学科教授）
・福井久美子さん（ＮＰＯ法人ＮＰＯぽぽハウス理事）

ノ

ｒ

？

おうみ市民活動フォーラム2005
５時間徹底討論

１
１
‐
Ｉ

て
は
、
従
来
の
地
域
に
お
け
る
住
民
団
体
と
同
様
、

行
政
依
存
体
質
が
定
着
し
て
い
た
り
、
行
政
の
行
動

原
理
を
よ
く
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
り
と
い
う
問
題

が
あ
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
協
働
し
よ
う
と
し
て
も
そ
の
手
続
き

開催日：2005年１１月１９日(土）１０:OO～１６:ＯＯ
会場：ひこね市文化ブラザ（彦根市野瀬町）

プログラム

１０:OO～開会、趣旨説明

１０:１０～１２:ＯＯ

第１セッション「なぜ、今、協働なのか」
・阿部圭宏さん(NPO法人市民がささえる市民詞ﾈｯﾄﾜー ｸ顕信）
・谷口浩司さん（悌教大学社会学部公共政策学科教授）
・水谷綾さん（大阪ボランティア協会NPO推進センター）
・溝口弘さん（ＮＰＯわいわいあぼしクラブ理事長）
・武藤精蔵さん（東近江市職員／遊林会代表）

▲笛2セッションコーディネーターの松田弘さん

の
し
く
み
や
ル
ー
ル

が
不
十
分
で
、
協
働

の
た
め
に
ど
こ
か
ら

手
を
つ
け
れ
ば
い
い

の
か
、
ど
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

に
声
を
か
け
れ
ば
い

い
の
か
、
行
政
の
ど

の
窓
口
に
話
せ
ば
い

い
の
か
、
分
か
り
に

く
い
の
が
現
状
で

１２:ＯＯ～１２:３０休憩

１２:３０～１４:ＯＯ

第２セッション「企業と築く協働のアリーナ」
・津屋結唱子さん(子どもの美術教育をｻボー ﾄする会代表）
・法橋聡さん(近畿ろうきん地域共生推進センターｾﾝﾀー 長）
・松田弘さん（淡海フィランスロピーネット顧問）
・水野敏明さん（ＷＷＦジャパン）

△第３セッションで発言荷る福井久美子さん

〆

匿識Oh1Me1Eyes

ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
あ
り
方
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
一
》
協
働
の
第
一
歩
は
対
話
か

ら
』
と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
本
来
は
す
べ
て

の
場
面
で
行
政
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
気
軽
に
話
し
合
い
が
で

き
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
中
に
は
、
自
分

た
ち
の
活
動
に
関
係
の
あ
る
行
政
の
担
当
者
と
独
自

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
団
体
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
初
め
て
の
団
体
に
と
っ
て
は
な

か
な
か
気
軽
に
話
し
合
え
る
場
が
少
な
い
の
が
現
状

で
、
対
等
な
立
場
で
話
し
合
い
の
場
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
仕
組
み
、
一
．
対
話
の
ア
リ
ー
ナ
（
場
）
』
を
あ
ち

ら
こ
ち
ら
に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

そ
ん
な
協
働
の
ア
リ
ー
ナ
の
一
つ
に
「
お
う
み
市
民

活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
○
○
五
」
の
会
場
が
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

、

ｐ
』

１５:３０～１６:ＯＯクロージングセッション

識
Column-公共蓬創造する市民

谷口浩司
悌教大学社会学部公共政策学科教授

崎:‐
崇．
脚.至宝

す
。
双
方
の
話

し
合
い
の
不
足

や
、
出
会
う
場

が
な
い
こ
と
。

提
案
し
一
緒
に

事
業
を
始
め
る

窓
口
が
な
い
こ

と
、
異
な
る
文

化
を
持
つ
組
織

同
士
が
対
等
に

いる。ひこね市文化ブラザを会場に行ｈＪｌ､児．。

われた「おうみ市此澗動フォーラム2005」は、この時代

の要柵に応えようと企IIIjiされた。さすがおうみの側らし

い地域の底力を感じさせる５時間であった。

フォーラムに掲げられたテーマは、NPO、行政、企業

の協帥のアリーナをどうつくるか。これはIIiIが今催んに

いう「民ＩＨＩにできることは民間に」と少し述うように私
は椿えている。「官と民」「公と私」は、１.『が公を独占し

てきたために、何か炎製--体のようにとらえられてきた。

だが1.も民も、満たされるべき公と私のための手段でし

かない。したがって、公は術によって定筏されるもので

はなく、私との対価の文脈に世かれるべきものである。

宵が狐う公もあれば、蛇によって拠われる公もある。し

かしそれだけではない。市民として、あるいは市民の組

織NPO、ＮＧＯとして細う公がある。

膨大な借金を抱えた1劃と地方の危擬的財政、鴬利に走

りすぎて過ちを犯す企業。こうした時代の洲１１にあって、

協側が命題として先にあるのではないことを、フォーラ

ムからしっかりと統み取ることができたように私は思

う。ｆ育てに戸惑う雌親、陳がい故に社会への接点を取

りにくい人、荒れていく里111、そして琵琶湖は。いつの

IIllにか地域に堆硫した課題。あたかも、動するように語

られたIｉｆ雌の活動であった。

多応的なl畠体が統沿に戊任をもって

参加する市腿社会への期待が高まって



た
ち
を
地
域
で
育
て

た
り
、
地
域
の
人
に

保
育
園
に
入
っ
て
も

ら
う
一
‐
囲
い
の
な
い
咽
１
■
１
１

保
育
」
を
理
念
と
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
簿
え
方
が
蕊
け
入
れ
ら
れ
た
よ

う
で
す
。

大
津
市
は
外
部
か
ら
の
職
入
者
が
多
く
、
近
く
に

親
類
箔
友
淀
ち
も
い
な
い
中
で
不
安
を
抱
え
な
が
ら

子
育
て
を
し
て
い
る
親
が
大
勢
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

親
子
が
家
庭
内
に
閉
じ
こ
も
ら
な
い
よ
う
、
幼
稚
園
、

保
育
剛
就
園
前
の
親
子
を
対
象
と
し
た
子
育
て
サ
ー

ク
ル
「
あ
り
ん
こ
広
場
」
の
ほ
か
、
子
育
て
交
流
広

場
「
ホ
ッ
と
ス
ペ
ー
ス
」
を
月
に
二
回
開
い
て
、
誰

で
も
気
経
に
保
育
閲
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
蛎
業
を
担
当
し
て

、

私
た
ち

き
悪

福祉大津市地域子育て支援ｾﾝﾀー ｢風の子保育園』

鴬違

ﾜ刺剛

〆
軍

民
間
の
保
育
所
で
あ
る
「
風
の
子
保
育
園
」
は
、

一
九
九
四
年
に
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
聯
業
を

始
め
ま
し
た
。
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
、

保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、

在
宅
で
子
育
て
を
し
て
い
る
親
と
そ
の
子
ど
も
た

子
育
て
を
通
じ
て
ま
ち
づ
く
り

人
び
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
力
に

ｂ

？

垂
詞
夢
三
☆
』
ｚ
吋
閥
丙
く
篇
室

､耳

⑧ホットスペースの食事風擬‘，

ち
、
そ
し
て

地
域
の
子
育

て
グ
ル
ー
プ

を
支
援
す
る

拠
点
の
こ
と

で
、
滋
賀
県

卿
に
阿
室
か

所
あ
り
ま

す
。
風
の
子

保
育
園
は
開

設
当
初
か

ら
、
子
ど
も

輝
い
て
い
ま
す
！

■

一割
Lザ』

●大津地域子育てネットワーク通信

④風の子保育園で実施され

ている幼児の自然体験学

習指導実践学習会の様子。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
瀧
宅
で
子
育
て
す
る

親
た
ち
に
と
っ
て
頼
も
し
い
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
松
原
さ
ん
は
、
「
こ
こ
で
す
べ
て
の
問
題
が
解

決
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
話
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

親
同
士
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、
唐

崎
学
区
の
他
の
社
会
福
祉
施
殺
や
学
校
と
連
携
し
た

り
、
同
じ
く
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
公

立
の
晴
嵐
保
育
園
と
一
緒
に
、
子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
す
る
な
ど
、
外
部
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も

職
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

い
る
松
原
さ
ん
は
、
ｎ
本
桶
祉
大
学
で
社
会

福
祉
を
学
び
、
滋
賀
県
で
初
め
て
の
男
性
保

育
士
と
し
て
〈
九
八
宝
年
に
風
の
子
保
育
園

に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
「
も
と
も
と
障
害
の

あ
る
子
ど
も
の
発
達
や
地
域
で
の
サ
ポ
ー
ト

に
関
心
が
あ
っ
て
、
『
障
害
の
あ
る
子
ど
も

の
親
が
希
望
す
れ
ば
、
す
べ
て
保
育
剛
、
幼

稚
園
に
入
園
す
る
こ
と
が
で
き
、
関
係
機
関

が
連
擁
し
て
親
子
を
支
援
し
て
い
く
》
と
い

う
大
津
方
式
に
共
感
し
た
の
で
す
」
。

地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
広
め
よ
う
と

大津市地域子育て支援センター

｢風の子保育園」
代衷、長尾寿

識jMiX’1974年馳域子育窓支援センターは1994年から』

対熱＠大獄市内

迦儲先③大蝉市穴太二丁目21-15

TEl-：077と579&4491ＦＡＸ：０”･翫鍵317

e徴maiI：info＠Shiga-k唾enoko､orJP

hIIpM/WWW,sI1ig風･kazenQko:oIr・jp／



⑤学校生活再現プロジェクトの図工
の授業の様子

嘩唖嘉雲,男女平等条例を推進する会おおつ男性会議会社

施
す
る
な
ど
取
り
組
み
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

将
来
に
つ
い
て
は
、
つ
肩
を
は
っ
た
偲
標
は
な
い
。

チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
の
こ
と
．

「
育
児
は
親
が
自
分
を
織
牲
に
す
る
こ
と
で
は
な

い
。
家
族
や
地
域
の
人
た
ち
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
、

楽
し
く
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
が
大
事
」
。
男
女
共

同
参
画
は
、
多
く
の
分
野
に
か
か
わ
る
据
野
の
広
い

テ
ー
マ
で
す
。
「
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く
、
毎
日
や

っ
て
ま
す
や
ん
！
」

（
繍
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
森
口
行
雄
）

昨
年
十
一
月
に
近
江
八
幡
市
の
県
立
男
女
共
同
参

川
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
Ｇ
ｌ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
し
が
フ

エ
ス
タ
」
。
男
女
共
同
参
画
に
取
り
組
む
さ
ま
ざ
ま

な
剛
体
が
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
講
淡
、
体
験
、
展

示
な
ど
を
企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
こ
の
Ⅱ
「
地

『
ク
ー
ル
な
頭
と
ホ
ッ
ト
な
心
」

男
女
葵
同
参
画
を
す
す
め
る

域
で
参
画
を
す
す
め
る
た

め
に
は
」
と
題
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
終

え
た
ば
か
り
の
メ
ン
バ
ー

に
、
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
男
女
平
等
条
例
を
推

進
す
る
会
」
は
、
メ
ン
バ

ー
の
一
人
が
呼
び
か
け
て

男
女
共
Ⅲ
参
川
雅
木
法
に

の
雁
い
止
め
裁
判
に
つ
い
て
の
縦
併
会
に
脇
礎
す

る
な
ど
、
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
、
課
題
を
提

蒜
し
て
い
ま
す
。
男
女
共
同
参
町
チ
エ
ッ
ク
シ
ー

ト
づ
く
り
や
、
女
性
談
貝
を
誕
生
さ
せ
る
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。

疑
問
に
感
じ
た
こ
と
を
徹
底
的
に
研
究
し
て
、

仲
間
と
議
論
を
繰
り
返
し
て
深
め
て
い
く
圧
倒
的

な
学
習
雌
が
、
活
動
を
支
え
ま
す
。
「
メ
ン
バ
ー
は

七
名
で
す
が
、
他
に
事
業
に
協
力
し
て
く
れ
る
徒

同
者
が
い
ま
す
。
男
女
平
等
を
す
す
め
る
全
脚
の

団
体
と
も
連
携
し
て
、
疑
問
を
知
忠
に
変
え
、
感

傭
で
は
な
く
論
で
問
題
を
追
求
し
て
い
き
た
い
。

そ
れ
が
で
き
る
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
い
る
ん
で

す
」
。
男
性
も
女
性
も
、
社
会
的
弱
者
と
呼
ば
れ
る

人
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
（
少
数
派
の
人
）
も
、
だ

れ
も
が
内
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
目
折
し
て
い
ま
す
。

毎
日
の
身
近
な
運
動
か
ら
積
み
上
げ
る

「
誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く
」

男
女
共
同
参
画
社
会
の
笑
現
を
目
指
す
間
体
の
名

前
が
「
男
性
会
議
」
な
の
は
、
な
ぜ
な
の
で
し
ょ
う

か
。
「
男
女
共
同
参
前
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
か
ら

女
性
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
女
性
の
視
点
か
ら
だ

け
で
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
も
っ
と
男
性

側
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
た
の
で

す
。
し
か
し
、
女
腔
と
一
緒
の
活
動
だ
と
ど
う
し
て

も
迷
職
が
で
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
メ
ン
バ
ー
を
男
性

に
限
定
し
ま
し
た
」
。
「
お
お
つ
男
性
会
議
」
代
表
世

話
人
の
新
庄
博
志
さ
ん
は
、
こ
－
痢
誰
叩
り
ま
す
。

設
立
の
き
っ
か
け
は
、
・
一
つ
○
三
年
秋
に
大
津
で

開
か
れ
た
「
日
本
女
性
会
議
」
。
翌
年
こ
の
会
議
の

笈
行
委
員
会
に
参
加
し
た
男
性
委
員
有
志
の
同
窓
会

的
な
菜
ま
り
と
し
て
、
「
ま
あ
、
男
女
共
同
参
画
を

を
」
で
つ
い
て
の
勉
強
会
を

始
め
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
二
○
○
○
年

四
月
に
活
動
を
始
め

ま
し
た
。
後
に
一
名
が
加
わ
り
、
現
在
は
女
性
七
名

が
共
側
代
表
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
二
○
○
一
年
一
月
に
滋
賀
県
の
男
女
共
同
参
画

条
例
の
案
を
ｎ
分
た
ち
で
提
出
し
た
と
き
に
堵
乗
っ

た
名
称
を
今
も
そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
の
で
よ
く
誤

解
さ
れ
ま
す
が
、
決
し
て
条
例
だ
け
に
関
心
が
あ
る

の
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
社
会

卜や
的
・
文
化
的
な
性
差
）
に
敏
感
な
人
が
社
会
に

イ
恥
え
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

露
活
動
を
し
て
い
ま
す
」
と
井
上
さ
ん
。

鋪
昨
年
は
、
滋
賀
県
内
の
地
方
議
員
を
対
象
に
、

脚
男
女
共
同
参
山
に
つ
い
て
の
意
繊
細
盃
ア
ン
ケ

鋤
ア
ー
ト
を
行
い
、
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。
七
月

酷
チ
に
は
蝦
巾
市
の
男
女
共
同
参
側
セ
ン
タ
ー
館
長

津
市
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
濡
動
支
援
事
業
補
助
金
を
得

て
、
日
々
の
生
活
の
中
で
男
女
共
同
参
画
の
理
念
を

推
進
す
る
こ
と
に
賛
同
す
る
ヨ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
バ

ッ
チ
」
を
つ
く
っ
て
啓
発
し
た
り
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ

ム
、
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、

意
識
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に

つ
い
て
の
認
識
、
意
識
の
違
い
は
、
男
女
間
よ
り
も

仙
代
間
で
顕
箸
に
表
れ
た
と
か
。
「
男
女
共
同
参
画

へ
の
理
解
を
深
め
る
に
は
？
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
ギ

ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
が
重
要
」
と
気
づ
き
、
昨
年

酒
の
肴
に
交
流
し
よ
う
」

と
い
う
の
が
始
ま
り
と

か
卿
一
・
○
○
四
年
に
は
大

『
，
錠

守

1ノ

③左から重原さん、前田さん、井上さん、大山さん

h

＝里

麹
十
・
月
に
は
、
あ
ら
ゆ

錨
る
世
代
の
男
女
が
一
緒

瞬
韮
に
学
校
堆
活
の
体
験
を

》
非
す
る
「
学
校
生
活
再
現

鶏
肺
謁
Ｆ
蒐
懲
郷

家
ｒ
急
現
事
業
）
を
企
画
・
実

酉,Ｗ

Ｆ毒矛ｂ

ﾐﾐーｄｊｉ

男女平等条例を
推進する会
設立③2000年４月

会員⑤7名

連絡先、井上ミチ．

近江八幡市若葉町二丁目1762-5

TEL&FAX：O748-37-2346

e-maiI：ＡＮＢ69349＠nifIy､com

おおつ男性会議

代表世話人⑳新庄博志ｅ代表世話人の新庄さん
識ji:③2004年５月

会員、45人

選絡失②おおつ男性会議事務局

大瀧市におぬ浜a4.48BGY,s内

TEL：｡77‘5242認５ＦＡＸ：077言524-3125且塑窒
URL:hI1PWbYSu-danselkaIgi"o『.“

蟻辱､訓：Qtsu;dansBjkaIgi＠blrtV

瑠
必

■４



NPO法人ゥｫー ﾘズ建築保存再生運動一粒の会

おうみ未来熟
性やノウハウが要求される。また、民間企業が入って

聖!'哩＝

くることが望ましい施設もあれば、地域団体やＮＰＯ VoIo4
一－一

に任せたほうがいい施設もある。
1１

つ
－ー〒ヨ

こうした施設の性格を考慮せずに制度が設計され、

料で収集車を走らせたり、牛乳パックから作られたトイレ

つ
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
』

通用されると、指定符理者制度導入のそもそもの目的

とくいちがいを生むことになる。たとえば、行政は平

聯に門戸が開かれればいいという考えから「公募」を
住んでいるまちが好きだから。そんな思いでおう

み未来塾に関わってから８年。私は、その間の出会

いがきっかけで2度の転職を経験しました。本当に
人生も、何もかもが変わりました。

未来塾では、「地域丸ごとケア」の研究テーマで、

双方向という言葉を学びました。何をするにしても、

お互いの笑顔があるかどうかということが大切で、

その考え方は今も変わっていません。現在は、笑顔

を増やすため、LOHASClubNetworkの仲間とと

もに「食、環境、健康を愉し」みながら、できるこ

とを探っています。

人生を変えてしまうほどの出会いはないかもしれ

ませんが、これからも一つ一つの出会いを大切にし、

柔軟に受け入れることでチャレンジを続けたいと思

とるケースが多いが、「公募｣による混乱も各地で起こ

っている。公募に応じる剛体がない場合に、官製

NPOをつくって応葬をさせたり、これまで管瑚巡営

を委託していた外郭団体をどうするのかを決めずに公

界し、別の団体が掃雌符理新になってしまった、とい

う事例も出始めており、こうした混乱はこれから当分

続くだろう。

市民、ＮＰＯには、こうした行政の混荊と、今回、

脂定管理将制陛が導入されなかった施設、非公葬で指 いますｃ

定袴理粁を決めた施設も含めて、しっかりチェックし ※「おうみ未来塾」は、地域課題に取り組むリーダーを目

指す人が集う塾で、現在6期生と7期生が学んでいます。こ
れまでに約120人が卒塾し、各地で「地域プロデューサー」
として活躍しています。

ておくことが求められる。

NPO法人市民がささえる市民活動ネットワーク滋賀代表阿部圭宏

識鷺鱒饗謹；

覇
烈■里ＮＰＯホームページ探検隊域の回収ボックスに投入してもらい、回収車がリサイクル

センターへ運びます。草や璽定枝等を混合し約６０日間発
ＮＰＯや市民団体がつくる

ユニークなホームページを紹介します。酵させ、でき上がり堆肥を循環の輪に戻す「完全循環型」

である点が、２０年来全国各地で成し得なかった堆肥化事

除
溌
瞬

業と異なり、夢をカタチにできた原動力となりました。
http://www･ex･biwa画nejp/~hitotubu／

堆肥は家庭菜園に利用でき、美味しい野菜ができると大
画テーーーーーー－冨盟・－－喬･雪P零ｆｐ

乳畠３，驚虫．_，魚耳鯵！
ー‐子 Ｉ■遍詞

好評です。同社では、他に回収した天ぷら油を精製した燃

ら全国に「滋賀モデル、

鯵ず．….…ご試・
ツトペーパーを学校に納入したりしています。

時ﾕgytb2壁､2－－－

｢水口町で生まれ住民と行政､企業の協働による「水口 -,鱈…‘－７－

い」（小玉課長談)。‐斑＝＝一一宝三

ヴオーリズが残した遺産を後世に伝える活動をしています。

モデル｣を「甲賀モデル」

守

修、イベントの各グループの活動が紹介されています。

として育てていき、将来

惑
篭

豊濁Ｉ

的には環境先進県滋賀か

ｒ

馨＝

として発信していきた

【間】株式会社水口テクノス
事業統括部リサイクルセンター
TEL､0748-63-6059ＦＡＸ､0748-63-6019

http:〃ｗｗｗ､biwacity､com/m-tec／

撫Ｉ

ホームページでは、「一粒の会」のヴィジョンや、交流・改

でもユニークな、旧八幡郵便局の建物の保存再生運動を展開僅

△生ゴミの堆肥化施設
（22.2トン処理／日）

1905年に来日し、近江八幡で生涯を過ごしたＷ・メレル，

ヴ誹一リズは、関西を中心に国内外で１６００棟を超える建築

を設計しました，「一粒の会」は、そんなヴォーリスi建築の中



指定特理:洲i１度の導入に当たっては、一般的には自

治体としての方針や指針をまず決め、新たに手続き条

例の制定や個別の施設の設殻管理条例の改正などを経

た上で、それぞれの施設の指定梼理群を決めることに

？

甲賀市、湖南市全域で一日に出る家庭系可燃ゴミ約

１００トン(2003年度)のうち、約３３トンは生ゴミだそう

です。生ごみの８５％は水分というのはご存知でしょう

か？生ゴミを燃やすには水分を蒸発させるため、無駄な燃

料費がかかります。焼却場の甲賀広域行政組合衛生センタ

ーの処理能力がほぼ満杯状態に近づいており、新たな焼却

炉の建設が課題となっていました。

水口テクノスは、ゴミ減量化で地球温暖化の原因となる

二酸化炭素を減らすために、生ゴミを分別することを旧水

△リサイクルセンターの

小玉悟史課長

の移行手続きが始まっている。

卿F＠
なっている。

△住民が生ゴミを集積所に運ぶ

ｗ
一
一
一 諭

しかし、ｌ':I治体の方針を兇ると、総務肴自治行政局

長通知（平成１５年7川711付けで各都道府県知1;あてに

通知されたもの）に沿っているものが多いことに気づ

かされる。地方1治法の解釈権は、治体にあり、「公の

施設」の管理方法を条例で定める必要もあるため、本

来、IEI治体としての制度導入の心構えや~12夫が必要で

あるはずだ。しかも「公の施設」は11治体、ひいては

住民の大切な財産なのだという視点に立って、制度設

計することが大切だと思われるのだが、兄る限りそこ

に内治‘体としての工夫が感じられないものが多い。

市民活動を元気にする情報コーナ

指定管理者制度の行方
VoI--1

『自治体の混乱」

指定管理者制度の導入がいよいよ本格的に始まった。

｢公の施設」の管理運営を、自治体自らが行う（＝直営）

場合を除き､指定管理者に任せようとするものだ｡来年、

９月をもって経過措置が終了するため、従来外郭団体等

に管理委託をしてきた施設を中心に、指定管理者制度へ

「公の施設」は多種多様であり、これらに同一基準

で指定管理者制度を導入するには無理がある。駐車場‘

駐輪場、体育館、公民館、図書館、保育所、博物館、

老人福祉施設など、分野、規模、管理業務の内容など、

施設ごとに全く違うといってよい。たとえば駐輪場の

ような施設であれば、安全確実な管理をやってもらえ

ればいいのであるが、図書館や博物館となると、帥！」

▲天ぷら油から作ったバイオディーゼルで
走っているゴミ収集車

意識の高い町でした。２年間行政と市民、企業が一体とな

ってモデル事業に取り組み、2002年「生ゴミ循環エコロ

ジーシステム」の本格稼動にこぎ着けました。2003年度

は約７００トンの生ゴミが回収され再資源化された結果、

年々増え続ける可燃ゴミに初めて歯止めをかけたのです。

2004年の合併後は、甲賀市全域に拡大し、現在約５１００

世帯（約3万世帯中）で実施されています。

成功の秘訣は、家庭の負担が少ないこと。用意するのは

２０リットルのブタ付バケツのみです。無料配布する種堆

肥と生ゴミをサンドイッチ方式で重ねていくだけで、堆肥

が生ゴミの水分を吸収し、嫌なにおいも発生しません。地

口町に提案。水口町は

ゴミを１６品目に分別し

ており、以前から環境

意識の高い町でした。２

リ

生ゴミの減量化ど糖環型社会を実現する
水口方式｢生ゴミ繍環ユコロジーシステム」
…………………………株式会社水口テクノス

■

、



一堀
よくわかる

NPO･ポﾗﾝﾗﾐｨｧ
姻凹但血虹且角ａ其ユユ理

日時･場所．問合せ先等を明記の上､２月8日までに
Eメール､FAXまたは郵便でセンターまでお寄せください。３月｡４月の掲示板

⑤公益信託TaKaRa八一モニストフアンド研究助成･活動助成●（社)全日本冠婚葬祭互助協会

●目的、日本の緑を櫛成する森林､木竹等の陸域の自然環境､または湖沼､河川●社会貢献基金制度
●等の水域の自然環境(水生生物の生態把握等も含む)に関する実践的な研究．●募集期間②～２月末日(必着）
●活動に対して､助成を行います。●応募資格③次の条件を満たす､非営利組織､又は大学､研究機関

●助成金の金額と期間、 。①定款に準ずる規約を有し自ら経理し､監査することができる会計機能を有す

｡鰹里駕撫繍期認塁墓i:琵灘篭鯛･磯等の主たる事務所(又は…所)を日本園内に青する事。
、成金を2年間にわたって利用することも認める。 ●③団体等の意志を決定し､今回申請する活動を執行する体制が確立している頚。
●応募締切、３月末日必着●④団体の活動実績(今回申請する活動又は類似した活動)を3年以上有し､今

●【問】公益信託TaKaRa八一モニストフアンド事務局担当:森田.橋本●回申請する活動のニーズが高く今後も継続性が期待できる事。

O熟|望撫騨嘉星篭雲蕊立濡鳴川ら52,．霧する頚業に対し他の民間国体等からの助成着除く自己資金を保有す
●URL:http://www,takarashuzo・ＣＯ・ip/environment／ ●対象事業③今回申請しようとする事業に対し､国や地方公共団体等が行う公

●。。。。。。。。。鱈。。。。。。。。。。。。。。・・的補助を受ける場合は､対象となりません｡原則として､平成'８年度事業(平
●・成１９年８月までに終了)を対象とします｡また､申請は1団体につき､'事業ま

・地球市民財団助成金でとします。●（')研究助成事業
、助成対象事業．①自然災害関連事業:開発途上国における地震､洪水､暴風及●テーマ:｢婚礼(結婚式)､葬儀(お葬式)など儀式文化の調査研究」
、び豪雨等の自然災害による羅災者の復旧のための物資又は資金の供与。②●(2)高齢者福祉事業

・教育施設関連事業:開発途上国における､小学校､中学校等の義務教育を行う・心身の機能が低下した高齢者などを対象に､一般的な在宅福祉対策で対応困

・耀溌譜蕊総零i,灘灘綴講繍胤お;・駕鍔や従来の施策毒では十分福祉の推進が図られてい葱い分野での麦
、人材育成関連事業:開発途卜圃に対する援助活動を行うための人材育成及び●または､ニーズの高さ等地域の実情に照らし必要と認められる高齢者の自己

●派遣又は研修員を受け入れての技術研修。●実現･自己表現を図るための支援活動や福祉活動。

●申請書受付期間、１月１日から１月末日(到着分） 。(3)障害者福祉事業
重複障害､難病に起因する障害を持った障害児･者を対象に､一般的な在宅福

･騨鼎灘蕊鵜I穂河町… ●祉対策では対応困難な分野や従来の諸施策等では十分福祉の推進が図られ
●TEL:O3-3234-51B8FAX:O3-B234-5770●ていない分野での支援活動。

、URL:http://www2.dango､nejp/gcf／e-mail:gcf@blue・ocn､nejp●または､ニーズの高さ等地域の実情に照らし必要と認められる障害児･者の自

。。。。．。。。骨③。。。｡。。。。・・己表現･自己実現を図るための支援活動や福祉活動。

。鰻難謹Ｚは讃しい後遮陣雲のため働け葱く芯つた家庭の児童引き●SSFスポーツエイド平成１８年度助成事業募集
●●こもり､不登校の児童を対象とした支援･慰問活動､その他児童の健全育成等

・内容＠できるだけ多くの人に､定期的にスポーツに親しんでもらい､愛好者厩の底●に関するボランティア活動。

｡鶏蕊:縮:淵韮l乳驚対し資金援助をする剛度です。 。(5)環境･文化財保全頚業
日本国内における植林､野生生物保護､公害防止等の活動､地域の住民の参加

●(1)規約･会則があり､団体としての取り決めや経理処理ができる任意のスポーツ団体●を経て行う文化財保護活動､リサイクル活動その他地域住民にとって重要な
●(2)社団･財団またはNPOの法人格を持つスポーツ団体●意蕊を有する実践活動。

。対象事業＠申請するスポーツ団体が主催する事業で､平成１８年４月１日から平成、(6)国際協力.交流事業
’９年３月３'日までに行われるプログラム､スポーツキャンプ､大会､教室･講習会、．開発途上地域､紛争地､被災地における､医療活動､食料･物資援助､教材･学
●国際交流事業校建設など人材育成を目的とした国際協力.支援活動｡国際交流を目的とす
、スポーツエイドの額③助成額は､助成限度額を超えることはなく､かつ､補助率の範●る事業
●回で助成されます｡歌業の種別等により､助成限度額(50万円～200万円)､補助●助成金額及び件数⑬1件当たりの助成額上限は2,000千円とします｡但し､研

●率(50％～80％)は異なります。 ●究助成事業においては､1,000千円を上限とします。

･蕊懸織i認欝謡曇禰?聴謹壁Ni雲|蕊霧・製蕊鱒i熊'欝助協会歌務局
、砺業､スポーツキャンプ事業に対して積極的に支援します。●住所:〒１０５－ＯＯＯ１東京都港区虎ノ門3-6-2第２秋山ビル7Ｆ
●受付期間③１月4日(水)～１月３１日(火)(消印有効）●TEL:03-3433.4415FAX:O3-3435-OBBO

o【問l笹川スポーツ財団(SSF）住所:〒105-OOO1東京都港区虎ﾉ門1-15-16●URL:http://www・zengokyo､orjp/kikin/indexO3・ｈｔｍｌ
TEL:Ｏ３－３５８０－５８５４ＦＡＸ:Ｏ３－３５８０－５９６８ ●e-maiI:webmaste『＠zengokyo,orjp
●URL:http://www､ssf・orjpe-mail:aid＠ssforjp，●弧一●／言重言一－－，L－．．”－－－－ロ爾生－－
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新刊書籍案内

情報募集中！

。
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０
０
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◆リクエスト受付中！：謂繍によって災懲り談す
上映してほしい作品名と住所､氏名、・毎週水曜日1.Coo円均一サービス
晒話番号を記入の上､ハガキ､フアツ・毎週木･金剛日の初回＆

ｸｽ､または蝿子ﾒーﾙで淡海ﾈｯﾄ+醐耀目職円均一ｻービｽ
ワークセンターまでお送りください。滋賀会館シネマホール

滋賀会館シネマホール１°２月の上映予定
『ヴェニスの商人』『マザー･テレサｊ
１月４日(水)～１９日(木）１月３１日(火)～
｢皇帝ペンギン』『わたしの季節！
１月４日(水)～１５日(日）２月７日(火)～１２日(日)＜予定＞
i､ヴェラ･ドレイク』『空中庭園.ｉ
１月１１日(水)～２２日(日）２月中旬
『いつか読書する日』『パッチギ!」
１月１７日(火)～２月２日(木）２月中旬
iヒトラー最期の１巳日間』『アワー･ミュージックｊ
１月１７日(火)～２９日(日）２月下旬

ＮＰＯ･ボランティアなど市民活動の業界では､皿常のﾉﾋ活ではあまり

1-1にしない!『蕊が飛び交うことがあります。｢アソシエーション｣とか｢セク

ター.lとか｢ガバナンス｣とか｢アカウンタビリテイ｣とか｢ﾌｨﾗﾝｿロビー｣と

か｢インターミデイアリー｣とか……。

みんな何となく分かっているようないないような､分からないけどだいた

いの感蝋で使っているようなこれらの川語たちを|W潔にかつわかりやす

く解脱しているNPO聯典です｡またIIi.なる川諾災ではなく､｢維営」「リド

難腿開」｢細織｣「盗金｣などさまざまな観点からNP()の解説を試みて

いて､多面的にNPOの役制を捉えるのに役血ちます。 」

評

1謹蕊｢よくわかるNPO,ポﾗﾝﾃｨｱ」

川口消史･田尾雅夫･新川逮郎編

ﾐﾈﾙヴｧ馨房2,625円
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イベント

君。２月０ Ｘ
ここに掲載できなかった情報はセンターホームページに掲載しています。http://www､biwa､nejp/~ohmi-net

零

Ｏ

イベント、
⑰

・第１６回真冬の音楽祭inウイズ●ろうきんグッドマネープロジェクト、セブンーイレブンみどりの基金●
●エイブル｡アート近畿印ＯＳ｢ひと.アート｡まち滋賀」●公募助成

･し,月22日(日),4:｡｡~,7:｡｡、内容｡ｱーﾄが叢ちに出て…露台に芸術と社会の新しい関係着作っていこ.応募繍切｡,月訓日(火)当日消印有効：●

・内容③いろんなジｬﾝﾙの音楽を観客と●うとする実験です｡近畿労働金庫が､市民との協働として､2000年からスタート。●【環境市民活動助成】、

一緒….…楓這｡雲.憾……＝ｱー ﾄﾌ.……:難蕊識書i：:難電熱磯認畷苧・Iｱーﾄﾘﾝｸづﾛジｴｸﾄ2..61
・場所③彦根市男毎詞参画ｾﾝﾀー (ｳｨズ）●障害のある人たちと､さまざまな分野で活躍するｱー ﾃｨｽﾄが組となり､おたがいの感性や創●種類の助成を設け､活動を支援します。ｃ

・参加賀③無料●造性を刺激しながら､共同で作品を制作しました｡異なる個性がﾘﾝｸした奇跡をご覧ください。＠．活動助成ｃ
・活動に必要な資金を'年間助成し､広ｇｏ製1柵ソ熟雪嵯確員鈍・日時○２月３日(金)~14日(火)11:00~17:O･

●TEL:0749.24.0916/090.51523918●場所、大津市社会教育会館.大ホール／大津祭曳山展示館 ･蕊蕊駕需議謡う円。
｡、NPO法人格取得助成●。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。●【エイブルアート･オンステージ･カムラン公演】ｃ

●インドネシアの楽器ガﾑﾗﾝのまわりでくりひろげられる､先の読めないパフォーマンス。●基盤強化のためにNPO法人格を取得し､継続ｃ

:外来魚情報交換会in琵訓．すべてが即興で紡ぎだされる言とダﾝｽ｡霞書の扇る人たちとガﾑﾗﾝグﾙープ｢ﾏﾙ｡耐に鋤を行っていく圃睡3霜まし詞｡。
‐あ柵絹儲柵世下さい-．駕織繍謝殿|蛎篭就撫製|:繍萱iiさ｡蓬雪曝蕊･万円●

･し,月29日(日),｡:｡｡~,7:｡｡。日繕｡２月]･日(霊ns:｡｡~2.:｡｡場所｡びわ湖ﾎーﾙ小ﾎーﾙ。3年を目農に塞雇誠い,‘砺凱p･篇：
●内容＠各々が持っている情報をお互●参加費②無料●動にも汎用できるﾓデﾙ事業を支援します。ｃ
，いに共有するための情報交換●申込方法②お名前､ご住所､お電話番号を実行委員会までご連絡ください。●助成金額=上限200万円 ＠

・自立事業助成

･驚議継蝋蓋裳i;・Iﾗｲベーﾄ美術鑓， ●NPO法人が3年後に自立できる事業を確立、
・会場＠県立琵琶湖博物館セミナー室●障害のある人たちの作品を､’か月あまり滋賀県のみなさまに預かっていただき、＠し､財政的基塗を確保する間の事務局運営④
●参加費、200円(資料代実費）●自宅や店舗で展示していただきました｡日常生活を訪れた作品から､どんな物語が、賀を3年間繕読じて助成し､活動を支援します。＠
・参加申込＠名前ﾒーﾙｱドﾚｽ･所属を下。生まれたのでしょうか？預かった人からのメッセージとともに作品を展示します・・助成金額=上限360万円

諦ドﾚｽに錐りください｡n月,5日鋤,、日鱈｡２月S日陰)~,4国(火､α00~,7:00場所・ギﾔﾗﾘー蔵．:蕊鶴駕爆全活動這然環境：●【問】琵琶湖を戻す会
●を保護保全する活動●URL:http://homep3ge2niity､com/mugituku／●【世間遺産】～100年後の子どもたちに贈る物語～●

●ｅ･mail:masahiko･takada@niftynejp／●日常のなかで出会うなにげないたからもの写真をみなさんから集めました。④②生態系保護保全活動…環境省また●

．暑…間適崖｣と……２.属……難:鰯#鎖蒸簿：:章燃赫刷:蕊雲謝撫j綱。●第１Ｂ回自主公演 ●③体験型環境学識鋤…明確な学習目的と体●

●「ﾁｬﾝｽの雛~GettheDream~」●⑥系的な学習ﾛグﾗﾑをもった鱈環境活動●
●【学生チャレンジショップ】 ●④生活における環境負荷軽減活動…

･し２月18日(土)14:30-/18:30~。冒難罵三至駕駕鱒鱒"します。地域潟暖化懲どの環燐悶題渥生活の中か。＠ら考え､解決することをテーマにした活動。:し２月'9日(日)'4130-(鵬略30鋤。二月]｡日(金)~,4日(火)…諭命鱈人拳ﾁーﾑ。●【地域美化活動助成】

・あらすじ⑬役者志望のほのかとひかり。●時間はいずれも１０:OO～１７:OＯ●市民が主体となって行う団体の植花活動と地．
｡;惑総鰯弗濁・場所｡謙ちづくり大漂百町露けｶﾏﾁ菱屋町商店街）。蟻諦諏を"金と鋤支給で華し詞｡・・植花活動助成

●とやらへ行くことに…｡主人公が､夢●【｢語り絵｣ワークショッブ作品展】 ●花の種.苗などの購入費用と活動広告用。
・に向かって試行錯誤する姿を描き詞~。●障害のある人たちによって繰り広げられる語りは､心を震わす迫力があります。●のチラシなどの作成愛用を助成するとと●

･鰯畷謹譲綱需R大津:星撫蒜f震語りを聴いた子どもたちにそのｲﾒージを猫い°もに有'繊蛸着隠物支給し議す。。●・地域清掃活動助成●駅より徒歩5分）

･入場料｡_殿,｡｡｡円高校生以下・窯:至鯛Z撫鍔ii&鱒'7:ＯＯ ｏ震驚蜜繍纂繍：
●500円･グループチケット(一般2名●●応募先③ｾブﾝ.ｲlﾉブﾝみどりの基金”挫・

･満贈源認:１，。I闇lｴｲブﾙｱーﾄ近畿2006雲行要員会頚縮緬譲人たん熊の剥幽岡識高繍･住所序1023455韓諦代田区二調88。●住所:〒S30-BO44奈良市六条西3-25-4

・酷照淵淵瀬鰭１，．●TEL:Ｏ９０－３７２２－７０６６ ＴＥＬ:Ｏ７４２－４３－７０５５ＦＡＸ:Ｏ７４２－４ｇ－５５０１

●URL:http://wwwgeocitiesjp/kusa-kai／e-mail:ableart@popo,or,jpURL:http://popo,orjp ●

: ’勉強会･交流会１：
●NPO湖ﾋﾏﾗﾔﾝ'ﾘーﾝIｸﾗプ識●第25回唐崎子育てを考えるつどい●オリーブ冬の発表会＆交流会●ｵﾘー縮誰｢ﾀﾝﾆｱってど棚とと?」●
●測測耐|ﾅ卿|ｐｕｒ｢側加自澗Ｍ●●

･し,月2,日(±),3:｡｡~,5:｡｡･陸２月5日(日)'2:30~'4:０．．怪２月,,日(土),8:3｡~2,:｡｡:し２月24日(金),g:｡｡~2.:3.°｡
。・帽･騨塞方ｽﾉI狸獅-たソグ・内容“ﾘー ブで日本語を学ぶ学習者のスピ。内容○ﾀﾝザﾆｱのﾑｴｶ大学でﾜｲﾙドﾗｲﾌﾏ。

･:瀧繍5脚錘I椴耐諏副'１.纂瀧霊麓:蓋掌鋤繍･墓;難慧縦嘉熱6,.$雛漁頚撫薦。
、諦師②徳岡正三高知大学農学部教授●場所③大津市唐崎市民センター●参加料③500円(軽食つき） ●異文化に嬰蜘ある人､野生鋤の鑑な人はぜひ。●
●【問】NPO法人ﾋﾏﾗﾔﾝ．ダﾘーﾝ･ｸﾗプ●参加料③200円（託児有り）●Ｉ間'077-565.9215(夜間/恩地）●会場e琴ﾖﾐｭﾆﾃｲ認ｾﾝﾀー崖雨調10121●
●TEL/FAX:O77-534-O984●【問】大師頓請てまｾﾝﾀー(即子庸園）●URL:http://www､ejp/8s8hi/Olive/kusatsu●参力殴0300円(飲み物つき）

･鯉ww蝋鵬Ｗｍ・謡奇繍燕熟息鵬1,・。l撫繍鯛濡鯛副”：

助成金情報
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引罪鎚織暇

．③;ＣＥＮＴＥＲ１ＮｌＦＯＲＭＡＴ１ＯＮ‘：

会がなかったのが残念ですが、ご協力いた雄

いた多くの方に感謝申し上げます。

(事務局笹山）
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京１W瀧所，

鯉

おうみ未来塾第６期生
研究成果発表会●

瑚淡海ネットワークセンターが本舵上篭通じで孫

媒する講座等の申込やアンケートの回答に際して
記入いただく個人梢報については、下記の目的以
ﾛ外に利用しません劉瑛た、個人愉制を第三調に提

供することもあり喉せんアンケートについては
錐酎処理した結果のみ公表することとじ、個人の
回答内審について公衷いたしません

澗座等の開脳|仁かか為連綿

Ｗ＃座等の礎幽
・アンケートの縦計・分析
・アンケート唾筈省に剥す罰I蝿粗品０，送１１

画
;瀞溌溌i:畿鐸
Q3／町から犯罪をなくすために一番重要なのは？
8,鶴ID靴ｂ帥で身を守る０j噸ｺﾐｭﾆﾃｨーの襟ｄ城儲の雛ａそ0他
Q4／自分の町を自分達で守る自主防犯組織を作るとしたら？
aぜひ参加したいｂ､参加し芯いが賛成ｃ反対ｄわからない

Q5/町を安心･安全にするためにはどうすればいいと思いますか？型

j名神大洲ｌｃ

月号のアンケート３

アンケートにご回答いただける方

は、性別・年齢をご記入の上、ハ

ガキ、ファックスまたは電子メー

ルで下記までご送付ください。住

所・氏名をご記入いただいた方に

は抽選で粗品をプレゼントいたし

h,堅ます｡ｱﾝｹーﾄ締切:１月末日

「

ビアサ淡海副罵

淡海ネットワークセンター 琵琶湖
・・§■．■ｎ

F§邑軽扉

琵琶湖
。§･

唾 竺一

郡ｌＩＥｌ弱1両rもむ『昌昌、▽

叉

(財)淡海文化振興財団

■〒ｓ２Ｏ－ＯＢＯ１大津市におの浜1-1宮２０

国ＴＥＬＯフフー５２４．Ｂ４４０■ＦＡＸＯフフー５２４－Ｂ４４２

国http://www・biwaonejp/~phmi営net
画E-maikOhmi-net＠ｍx・biwa.ne･ｊｐ

ご利用日時・月暇日と祝日の翌日を除く毎日(１２/29～1/3を除く）
火～金曜日／9:ＯＯ～１９:ＯＯ土・日曜日､祝日／g:OO～１７:ＯＯ

③淡海ﾈｯﾄﾜー ｸセンターの悩報交流誌｢おうみﾈｯﾄ｣は次のところに配布しています。
･各地域振興局､県民情報室､県内図書館､琵琶湖博物館､男女共同参画センター､文化産梁交流会館､陶芸の森、
草灘まちづくりセンター､県社協ボランティアセンター､大津市生涯学習センター､さきらホール､滋賀銀行､滋賀県信氏
組合､郵便局(ボランティア貯金窓口)､公民館など

寺
挿

NHK＝ﾐ冬

、､．．
駄続電 Ｉ

武
噸
西Ｘ，、

石場，.；湧き

一ホームページ、メールマガジンで

らせします。
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が多く参加されて、彦根に通こん芯に活動団

体があったのがと正直瀧きでし瀧。関わって

いた企画の都合上、当日あまりお話しする機

国道1号国道1号

●
●
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●
●
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●
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白峰秀麗。比良・比叡の峰々が冠雪で美しく

輝く季節となった。

去年は暗いニュースが多かつだが、今年は明

るい話題の満ちた年になってほしいものだ。

そのために市民活動は何ができるか。

(森口）
●ヤ句｡●｡●■■ｑ●■ｐＯ●白ＱＵＯｑｑｑのＱａｐ■■■■●●｡ごﾜいら●●●●戸0口■■●■し■ｂ●■●似い■

昨年１１月１９日･20日に彦根で開催した「お

うみ市民活動フォーラム2”5」は、７２の

ＮＰＯや実行委員によるさまざま厩企画で盛

り上がりました。これまで知らなかった団体

編集後記

◎無断転載を固くお断りします。

この柵子燐大豆ｲﾝｷおよび喜生紙溌使用し…甑珊この情報誌鯵古紙醗含率,"雛再生紙篭使用してい議す。腫童

｜撚繍篭
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会
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インターネットバンキング）を利用された場

資源削減分に相当する額7円を積み立てられ

蕊 鑑

第8回（2005年）おうみNPO活動

助成事業採択団体による事業成果発
を開催します。

◇日時:２月26日（日）１０:00～
※場所等詳細については決定次第セ

おうみ未来塾第６期生がグループに分かれて

1年間研究してきた成果を発表します。

2005年１１月２８日(月)、株式会社滋賀銀
行様から、淡海ネットワークセンターが運営
する「おうみNPO活動基金｣へ617m428円
が贈呈されました。

第センター

で猫知らせ

(土）午後◇日時：３月１

※場所等詳細ｌ

ホームベージ、

します。

日
つ
１
こ 決定次

ガジン

株式会社滋賀銀行様から
おうみNPO活動基金に617,428円を寄付

2005年おうみNPO活動基金
採択団体成果発表会

第４回(2006年)おうみNPO活動基金助成事業採択団体が決まりました

淡海ネットワークセンターでは、自主的な市民活動が積極的に
すすめられるよう2002年から「おうみNPO活動基金助成事

業」を実施しています。このたび2006年事業の採択団体が決
定しました。

・募集期間：2005年９月１日～１０月１５日

⑳応募数：４０団体
頂＝理一■ー可

●1次審査(書類選考)：１１月１５日(火)に審査委員会を開催。協

働事業助成(調査検討）の2団体への助成を決定。

､公開プレゼンテーション：１２月１１日(日)に開催。
１８団体が参加。

､第２次審査：プレゼンテーション終了後、直ちに審査委員会を開

催。自主事業助成、協働事業助成(実施)、NPO活動支援事業助

成の１２団体への助成を決定。

⑳助成決定額総額：12,187,000円
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ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
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１

◎自主事業助成【B団体】
NPO法人琵琶湖ネット草津
NPO法人
NPO法人
子どもの美

あさがお

西大津駅周辺防犯推進協議会
lli

NPO法人１
i教育をサポートする会
尉境工房ころころ

滋賀会館シネマホールファンクラブ
山門水源の森を次の世代に引き継ぐ会
NPO法人NPO子どもネットワークセンター天気村

◎協働事業助成（調査検討）に団体】
草津塾
NPO法人NPOぽぽ八ウス

◎協働事業助成（実施）【2団体】
NPO法人HCCグループ
NPO法人湖西牛涯学習まちづくり研究会どろんこ

◎NPO活動支援頭業助成に団体】
マキノまちづくりネッ
NPO法人FElLD

トワークセンター


